内容
概要
このドキュメントでは、Cisco TelePresence Video Communication Server(VCS)で帯域幅を制御するため、リンクとパイプを使用する方法について説明します。
リンクおよびパイプを使用した帯域幅の制御
リンクは、1 つのサブゾーンと別のサブゾーンまたはゾーンの間にルーティング接続を作成するために VCS で使用されます。リンクの両端は「ノード」と呼ばれます。パイプは、2 つのノード間で使用できる帯域幅を制限するためにリンクに適用されます。
すべてのリンクおよびパイプは、双方向トラフィックを許可します。たとえば、最初のノードは本社のサブゾーンとして設定され、2 番目のノードは支社のサブゾーンとして設定されたリンクがある場合、トラフィックは本社のサブゾーンから支社のサブゾーンに流れることも、支社のサブゾーンから本社のサブゾーンに流れることも可能です。このリンクに適用されるパイプは、両方向の帯域幅に影響を与えます。
[VCS configuration] > [Bandwidth] > [Links] に移動し、VCS で設定されているすべてのリンクのリストを表示し、各リンクに適用される可能性のあるパイプをすべて含めます。このページで新しいリンクを作成したり、現行のリンクを編集したりできます。
[VCS configuration] > [Bandwidth] > [Pipes] に移動し、VCS で設定されているすべてのパイプのリストを表示します。このページで新しいパイプを作成したり、現行のパイプを編集したりできます。
ヒント:サブゾーン、ゾーン、リンク、パイプの使用方法および設定方法の詳細については、該当する『Cisco VCS アドミニストレータ ガイド』の「帯域幅の制御」セクションを参照してください。